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１回目

2回目

3回目

4回目

1回目 2回目 3回目 4回目

水準間隔 50 30 20 10

𝑉! 0.189 0.331 0.053 0..002

𝑉" 0.189 0.354 0.053 0.001

𝑉!×" 0.076 0.038 0.022 0.016

最適水準

最適水準に近づくと、勾配が緩やかにな
るので 効果がなくなるようにみえる


